
 

 

 

 
 

１１月２２日（火）に、吉原っ子見守り隊の方々、音楽フェスティバルでご指導していただいた成毛先生な

ど、お世話になった地域の方々も招待して、吉原フェスティバルを開催しました。１．２．３年生は、聞いて

いる人達に伝わるように、声の大きさや速さに気をつけて発表をしました。今年度は、１１月１２（土）にあ

った音楽フェスティバルに４．５．６年が参加しましたので、その感動のステージを４．５．６年生は発表し

ました。全校音楽の歌「ありがとう」は、毎朝どの学年も朝の会の時間に歌い、美しいハーモニーを作り上げ、

発表することができました。参観をして頂いた方々から「涙が止まりませんでした」と感想を寄せていただき

ました。子ども達も充実感や達成感を持って取組を終えることができました。参加をしていただいた皆様あり

がとうございました。 

ご協力していただいたアンケート結果をお知らせします。 

 

 

 ＜感想＞ 

☆子ども達の歌声がとても良く特に「ありがとう」の曲は心に響きました。体育館の舞台で初めての 

 発表だったのにも関わらず、子ども達全員、頑張っている様子が見られて吉原フェスティバルを見に 

行って、とても良かったなぁと思いました。 

☆各学年とも、目標をもちそれを達成できるよう頑張ってきた成果が発表会で発揮できたと思います。合

唱もすごく綺麗で感動しました。 

            【※児童の作文を裏面に載せています。】 

 
 

１１月は人権月間として全校で取組を進めています。まず、最初に朝会で校長先生より「みんな

ちがってみんないい」の詩を教材にお話をしていただきました。児童会では、よりよい人間関係づ

くりを目的とした遊び場づくりとして、オセロや百人一首、卓球など、学年を超えての遊びの交流

をしています。１２月２０日には「吉原オールスターズ２０１１」と題して大会を行う予定です。 

その他にも、みんなの思いを届けようポスト、クラスみんなでやりきれたことを星のカードに書

いて学級のグラフにはる「みんなかがやけ きらきらスター」も行っています。授業では、１２月

２日の参観日に人権や道徳の授業を見ていただきます。 

 

 
  

１１月２９日（火）に市田孝史さんに来ていただいてお話を聞きました。宮津市在住の市田さんは 
丌慮の事故で、下半身丌随となり車いすで生活をされていますが、障害者スポーツをする中で、障害に負けず

たくましく生きておられます。その様子を聞かせていただきました。車いすの体験もして、車いすの扱いの難

しさも体験することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１日（木） 交通指導  ５年校外学習（キリンビバレッジ・ユニバーサル造船）   

２日（金） 授業参観日２校時（人権）  

３日（土） 峰山ドッジボール大会８：２０ 開会式 

５日（月） 委員会 

７日（水） 集会 峰山図書返却日  薬物煙草等指導週間  PTA本部役員会 １９：３０～ 

12日（月） にこにこカー配車 

14日（水） 朝会 通学班会 

15日（木） 交通指導 安全点検日 学級費集金日 ＰＴＡ本部地区委員合同会議１９：３０～ 

19日（月） もちつき大会 ２年 ５年  クラブ 

20日（火） 吉原っ子見守り隊会議１９：３０～   施設利用者会議１８：００～ 

22日（木） 
2学期終業式 

（1・２年 １５：１５ ３年以上１６：００一斉下校）大掃除 給食終了 

冬季休業日１２月２５日～１月６日 

（年末年始の休日１２月２９日～１月３日学校閉鎖） 

３学期始業式 １月１０日（月）８：３０～（給食開始） 

平成２３年度 

京丹後市立吉原小学校  平成２３年１１月３０日 第１０号 

「声の大きさが適当か」「気持ちを

込めて言葉を大切に表現できたか」

「子ども達の思いが伝わったか」「全

体を通して」のどの項目でも「良かっ

た」のポイントが高かったです。 

しかし、「気持ちを込めて言葉を大

切に表現できたかは」は「ふつう」が

１１ポイントありました。さらに、表

現力を高めていきたいと思います。 

 

おめでとうございます！ 

前年度PTA会長 北田一幸様が個人表彰を受賞されました。 

  昨年度の功績が認められ、前年度PTA会長 北田一幸様が１１月２７日（日） 

に開催された、京丹後市PTA研究大会において個人表彰をされました。 

 



「吉原フェスティバルを終えて」                      １年  田中 美優 

 ４．５．６年生の歌が、前よりも口を大きくあけていてすご

く上手でした。３ねんのはっぴょうで、えいようのすごさがわ

かりました。おこめをそだてるしごとがすごくわかりました。

２年生のスイミーやくが二人いました。すごくじょうずでした。

１年生は、はじめはきんちょうして、声がちょっとしかでなか

ったけど、おどりとうたが上手にできました。ちょっと三のば

めんでつまずいて、でもほかの場面では上手にできてよかった

と思います。 

 

「スイミー」                                ２年   藤原 勇太 

 ぼくは、れんしゅうをがんばってきました。おおぜいが見にきてくれ

てはずかしかったです。ぼくはスイミーの役をしました。ぼくは、「で

てこいよ。みんなであそぼう」のところでけいごくんとかわりました。

ステージに出るとき、緊張したけど大きな声で言いました。勇気がでま

した。お母さんの顔が見えました。わらっていました。みんなでしたス

イミーは楽しかったです。和田先生が来てくれて「勇太くんの声がはっ

きりと大きな声でよかったよ。」とほめてくれたので、うれしかったで

す。常陸先生と東宇先生が「がんばったね。」と言いました。ぼくは、ヤッターの気持ちになりました。 

 

「緊張した吉原フェスティバル」                      ３年   曽崎 薫司 

 ぼくは、１１月２２日に吉原フェスティバルと聞いて、びっくりしました。けれども吉原フェスティバルは

３回目だし、今年の音楽フェスティバルは４．５．６年生が歌を歌うので劇では、３年生が一番上です。だか

ら、頑張らなければと思いました。ぼくは、釜の劇をすることにしました。本

番は、すごく緊張してどきどきしました。けれども、ゆっくりと言わなければ、

何を言っているのかわからないので、ゆっくりと言う事を目標にしました。自

分の言うところでは、ゆっくりと、はっきりと言えました。健心君の声が大き

くて、びっくりしました。目標も達成できたし、３年生全員が、緊張していた

と思うけど、みんなですごく頑張れていて、いい吉原フェスティバルになった

なと思います。 

 

「がんばった吉原フェスティバル」                        ４年 日下部 結梨 

私は、本番までの練習を精一杯がんばりました。大きな声でぎりぎりの所まで声を出しました。いよいよ本

番になりました。のどが痛くてあまり声がでませんでした。でも６年生のために、精一杯声を出しました。ほ

かの学年もいい発表でした。４．５．６年生みんなが、大きな口で大きな声で歌っていたからこそ、このよう

にとてもいい発表ができたと私は思います。みんながかわったことは、最初は「ええしたくないな」と言って

いたけど、練習するたび「音楽って楽しいな」と思うようになりました。また、音楽をする時は、みんなのた

めに、自分が成長するために、精一杯がんばりたいと思います。みんなにもがんばってほしいです。 

「吉原フェスティバル」                             ５年 吉田 遥香 

吉原フェスティバルで、私達の番は４番目でした。発表する前は他の学年の発表を聞いていました。最初は

２年生の「スイミー」という一匹の黒い魚と赤い他のたくさんの魚たちが、みんなで力を合わせてスイミーの

仲間を食べた悪い大きな魚を追い返すという物語でした。この物語の劇は２年生みんなで歌を歌う部分があっ

て、聞く方を楽しみませてくれました。１番目だったけどみんな大きな声で見たり聞いたりする方へ物語を届

けてくれました。次は１年生です。「くじらぐも」という、くじらの形をしている雲と小学生との物語です。

この物語で印象に残った部分があります。それは小学生役の人達が「天までとどけ、１．２．３」と言うとこ

ろです。ここでは、すぐにくじら雲にのるわけでもなく、じょじょに高くなり「くじら雲に乗るぞ」という気

持ちが分かるからです。あと一つあります。それは１年生みんなで「マルモのおきて」の踊りです。あの踊り

は、長いのにみんなの呼吸を合わせて踊りきったので、心が一つになっていることが分かったからです。 

その次は、３年生の「食べ物のたび」という自分達が調べたことを発表するという物です。その発表では、

実際にいろいろな人にインタビューをしたことや食べ物の事を調べて作ったクイズ等発表の中でも工夫して

いて食べ物の知らなかったことが分かり良かったです。 

あと尐し、劇のようにしているところも話の内容が分かりました。次はいよいよ音楽フェスティバルでも発

表した「怪獣のバラード」と「U＆Ｉ」を発表しました。歌うのはとても楽しく歌うことができました。みん

なが歌をどう歌っているかや、観客の人たちに目を向けられていることを気にせず、口を大きくあけて、のび

のびと自分の精一杯を出すことができました。音楽フェスティバルの自分を超えることも出来たし、成毛先生

には音楽フェスティバルは来られなかったけど、今日の吉原フェスティバルという舞台で歌うのを見てもらえ

て私達の歌を伝えられたと思うので大成功でした。最後のみんなで歌う「ありがとう」では、普段お世話にな

っている人へ、伝えられなかった思いを伝えられたと思うので、今年はとてもいい吉原フェスティバルになり

ました。来年もこんな風にしたいです。 

 

「 吉 原 フ ェ ス テ ィ バ ル 」                             

６年 野木 愛莉 

今年は、小学校は、小学校で最後の吉原フェスティバ

ルでした。毎年各学年で色々な事をするのが大好きで、

吉原フェスティバルが早くこないかなぁと思っていた

のに、今年は小学校最後という思いが強くてもっとゆ

っくり吉原フェスティバルの日にならないかなぁと思

うくらいでした。５年生までは、他の学年の発表を見

るのは楽しみだったけど、自分達の番が早く回ってき

てほしかったりもしたけど、今年は、全部のことが早

く思えて、１．２．３年生の発表こんだけかぁと思っていました。私達の順番が来て音楽フェスティバルより

もいい歌声を出さないといけないという気持ちが強くてすごくドキドキしました。でも音楽フェスティバルみ

たいな歌声が出せて良かったです。そしてみんなで心を一つにして歌うことが大好きになったし、みんなで一

つの目標に向かっていくこと、歌声を一つにすること、をこれからも続けたいなと思えるようになりました。

吉原フェスティバル最後に歌う「ありがとう」は、全校のみんなで歌えて楽しかったです。 

 


